消化器がん患者における周術期の体重減少に関する研究 : 術前の運動耐容能と術後の身体活動量による検討 by 矢部 広樹
       
消化器がん患者における周術期の体重減少に関する研究 
:術前の運動耐容能と術後の身体活動量による検討 
 
矢部広樹＊ 1 )、塚本美月 2）、伊藤沙夜香 2）、大見関、塩崎みどり 2） 
1) 聖隷クリストファー大学、2 )名古屋共立病院  
 
目的：先行研究から、消化器がん患者の周術期の体重減少は、合併症の発生と重症度、術後化
学療法の完遂率、QOL と関連すると報告されているが、周術期の体重減少に影響する要因
は明らかでない。周術期の体重減少に影響する要因には、術後の安静臥床や、身体活動量
の低下の他に、術前の運動耐容能が影響する可能性が示されている。本研究の目的は、消
化器がん患者の術前の運動負荷試験（以下 CPX ；cardiopulmonary exercise test）の結
果と、術後の身体活動量の変化から、周術期における体重減少に影響する要因を明らかに
することである。 
 
方法：対象は当院の消化器外科にて胃・大腸がんの外科的手術を受けた患者 8 名（年齢：75.1±
7.9 歳、BMI:22.3±2.6 ㎡/kg）とした。対象は術前に CPX と体重測定を行い、術後 10 日目に体重
を再測定し、術前後の体重の比から体重減少率を求めた。また、術後１日目から 10 日目にかけて
身体活動量を測定した。CPX の指標としては、安静時から嫌気性代謝閾値までの HR の増加量
(HR rese rve)、および運動終了後 1 分間の HR の減衰量 (HR r ecovery)を測定した。身体化都度量の指標
として、術後 10 日間の歩数とエネルギー消費量の合計を算出した。統計学的検討として、体重減
少量と各指標の関連を、ピアソンの相関係数にて検討した。有意水準は危険率 5%とした。 
 
結果：体重減少率と HR recovery（r=0.72）、HR re serve(r=0.70)との間に有意な正の相関関係が認めら
れた(p<0.05)。対象のうち、身体活動量の測定が完了できた対象は 3 名であり、術後の身体活動量
と体重減少率の関係性は認められなかった。 
 
考察：手術後の生体内では、手術侵襲に伴う自律神経活動の亢進が好中球やリンパ球等の炎症
反応を調整し、結果として蛋白異化が促進される。また運動時は自律神経反応が変化し、特に HR 
recovery は迷走神経活動を反映する指標である言われている。術後の体重減少率が大きい対象は、
手術後の自律神経活動が亢進することで蛋白異化が助長され、この一連の反応を、手術前に実施
する CPX によって評価できた可能性がある。 
 
結論：消化器がん周術期における体重減少には、術前の CPX にて測定する運動耐容能が影響す
る可能性が示された。 
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